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要
 
 
 
旨
 
 
本
論
文
は
第
一
部
で
『
法
華
験
記
』
の
基
礎
的
研
究
を
行
い
、
第
二
部
で
『
法
華
験
記
』
と
『
法
華
伝
記
』
と
の
関
係
を
論
じ
、
第
三
部
で
霊
山
院
と
『
法
華
験
記
』
と
説
法
と
の
関
係
を
論
じ
た
。
 
 
第
一
部
 
『
法
華
験
記
』
の
基
礎
的
研
究
 
第
一
章
 
『
法
華
験
記
』
の
基
礎
的
研
究
 
第
一
章
で
は
、
書
名
は
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
、
呼
称
は
『
法
華
験
記
』
が
妥
当
で
あ
る
と
し
、
撰
者
の
首
楞
厳
院
沙
門
鎮
源
は
『
法
華
験
記
』
の
撰
者
で
あ
る
こ
と
と
、
『
霊
山
院
過
去
帳
』
に
名
が
見
え
る
以
外
に
史
料
上
確
認
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
、
成
立
年
代
は
長
久
年
間
と
す
る
の
が
妥
当
と
し
た
。
 
 
第
二
章
 
諸
本
・
異
本
、
『
法
華
験
記
』
を
掲
載
す
る
史
料
 
第
二
章
で
は
、
『
法
華
験
記
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
二
種
の
目
録
の
掲
載
内
容
に
関
す
る
こ
と
と
、
『
法
華
験
記
』
の
諸
本
を
紹
介
し
た
後
に
、
異
本
の
薬
恒
、
慶
滋
保
胤
、
智
源
の
『
法
華
験
記
』
の
逸
文
の
全
文
を
掲
載
し
た
。
さ
ら
に
、
『
法
華
験
記
』
が
掲
載
さ
れ
る
『
長
秋
記
』
を
は
じ
め
と
し
た
史
料
を
紹
介
し
た
。
 
 
第
二
部
 
『
法
華
験
記
』
と
『
法
華
伝
記
』
と
の
関
連
性
 
第
一
章
 
『
法
華
験
記
』
序
の
寂
法
師
と
験
記
 
第
一
章
で
は
、『
法
華
験
記
』
序
に
あ
る
寂
法
師
撰
験
記
と
『
法
華
経
集
験
記
』
と
の
関
連
性
、
『
東
域
伝
灯
目
録
』
の
「
法
花
験
記
」
と
の
関
係
性
を
論
じ
た
。 
従
来
の
説
は
、
『
東
域
伝
灯
目
録
』
の
「
法
花
験
記
」
を
『
法
華
験
記
』
序
の
寂
法
師
撰
験
記
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
『
法
華
経
集
験
記
』
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
『
法
華
験
記
』
と
『
法
華
経
集
験
記
』
と
の
間
に
関
連
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
『
法
華
経
集
験
記
』
説
は
再
考
を
要
す
る
も
の
と
し
た
。
 
『
東
域
伝
灯
目
録
』
を
は
じ
め
と
し
た
三
つ
の
目
録
の
検
討
か
ら
、
『
東
域
伝
灯
目
録
』
の
「
法
花
験
記
」
が
『
法
華
経
集
験
記
』
を
指
す
可
能
性
が
あ
り
、
『
法
華
験
記
』
序
の
寂
法
師
撰
験
記
と
『
法
華
経
集
験
記
』
と
は
関
連
性
が
な
い
の
で
、
『
東
域
伝
灯
目
録
』
の
「
法
花
験
記
」
を
『
法
華
験
記
』
序
の
寂
法
師
2 
 
撰
験
記
と
結
び
付
け
る
説
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
し
た
。
 
『
法
華
経
集
験
記
』
に
見
え
る
抜
き
書
き
等
の
諸
特
徴
か
ら
、
『
法
華
経
集
験
記
』
の
撰
者
の
沙
門
寂
を
天
台
螺
渓
義
寂
や
新
羅
僧
義
寂
と
す
る
点
も
再
考
を
要
し
、「
之
」
字
の
用
法
と
賓
謂
構
造
の
使
用
か
ら
考
え
る
と
日
本
人
僧
「
某
寂
」
を
充
て
る
と
い
う
視
点
も
必
要
な
こ
と
を
指
摘
し
た
。
 
『
法
華
験
記
』
序
の
寂
法
師
撰
験
記
と
は
、
『
東
域
伝
灯
目
録
』
の
「
法
花
験
記
」
で
も
『
法
華
経
集
験
記
』
で
も
な
い
、
『
法
華
経
』
の
験
記
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
巻
末
偈
頌
の
存
在
な
ど
か
ら
、『
法
華
伝
記
』
が
最
も
相
応
し
い
と
指
摘
し
た
。
 
 
第
二
章
 
『
法
華
伝
記
』
の
撰
者
と
成
立
年
代
 
第
二
章
で
は
、
『
法
華
伝
記
』
の
撰
者
と
成
立
年
代
に
関
す
る
検
討
と
、
本
文
の
引
用
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
『
法
華
伝
記
』
の
撰
者
を
「
僧
詳
」
と
す
る
の
は
『
法
華
伝
記
』
の
本
文
の
記
載
を
見
る
と
妥
当
で
は
な
く
、
ま
た
、
『
弘
賛
法
華
伝
』
の
撰
者
慧
祥
と
は
別
人
で
あ
る
と
し
、『
法
華
伝
記
』
の
撰
者
を
唐
代
の
僧
で
あ
る
「
某
祥
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
し
た
。
 
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
有
力
説
の
天
宝
（
七
四
二
～
七
五
六
）
末
年
で
は
な
く
、
本
文
中
に
湛
然
著
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
と
同
『
法
華
文
句
記
』
か
ら
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
『
法
華
文
句
記
』
が
成
立
し
た
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
ま
で
下
る
可
能
性
を
示
し
た
。
 
引
用
関
係
は
、
「
序
」
か
ら
「
論
釈
不
同
」
ま
で
の
引
用
関
係
を
提
示
し
、
併
せ
て
全
十
科
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
概
略
を
示
し
た
。
 
 
第
三
章
 
『
法
華
験
記
』
と
『
法
華
伝
記
』
の
関
連
性
 
―
巻
末
偈
頌
を
め
ぐ
っ
て
ー
 
第
三
章
で
は
、
『
法
華
験
記
』
と
『
法
華
伝
記
』
の
双
方
に
存
す
る
偈
頌
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
二
書
の
関
連
性
と
『
法
華
験
記
』
の
独
自
性
を
論
じ
た
。
 
『
法
華
験
記
』
と
『
法
華
伝
記
』
双
方
に
巻
末
偈
頌
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
に
類
似
し
た
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
点
や
、
謗
法
者
す
ら
成
仏
で
き
る
と
い
う
思
想
の
共
通
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
行
法
を
「
難
」
と
扱
う
思
想
が
類
似
し
て
い
る
た
め
、
『
法
華
験
記
』
は
『
法
華
伝
記
』
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
撰
述
さ
れ
た
と
し
た
。
 
他
方
、
「
聞
」
で
す
ら
困
難
と
い
う
思
想
と
「
愚
暗
」
や
「
難
遇
衆
」
と
い
う
3 
 
機
根
未
熟
者
を
重
視
す
る
と
い
う
点
を
『
法
華
験
記
』
独
自
の
思
想
と
評
価
し
た
。
 
 
第
三
部
 
霊
山
院
と
『
法
華
験
記
』
と
説
法
 
第
一
章
 
霊
山
院
関
係
史
料
 
第
一
章
で
は
、
霊
山
院
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料
の
該
当
部
分
を
引
用
し
、
そ
れ
を
掲
載
す
る
出
版
物
と
簡
単
な
考
察
を
付
し
た
。
史
料
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
織
田
信
長
に
よ
る
比
叡
山
焼
き
討
ち
前
後
で
大
別
し
、
原
則
と
し
て
年
代
順
に
並
べ
た
。
 
 
第
二
章
 
霊
山
院
の
創
設
、
発
展
及
び
廃
絶
 
第
二
章
で
は
、『
山
門
堂
舎
記
』
に
関
す
る
検
討
と
、
霊
山
院
の
創
設
、
発
展
、
廃
絶
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
 
『
山
門
堂
舎
記
』
は
、
撰
者
不
明
で
あ
り
、
別
本
の
な
い
史
料
で
あ
っ
て
、
横
川
地
区
に
関
し
て
は
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
以
降
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
以
降
よ
り
も
後
の
成
立
と
し
た
。
 
『
山
門
堂
舎
記
』
の
霊
山
院
の
記
事
は
、
先
行
史
料
か
ら
の
書
承
と
、
「
僧
忍
妙
状
」
と
い
う
『
山
門
堂
舎
記
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
史
料
か
ら
で
き
て
い
る
が
、
先
行
史
料
か
ら
の
書
承
で
は
、
書
承
元
の
史
料
に
あ
る
文
字
を
削
除
し
た
り
、
誤
字
が
あ
る
な
ど
の
特
徴
を
指
摘
し
、
「
僧
忍
妙
状
」
で
は
、
元
の
情
報
を
誤
っ
て
伝
え
て
い
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
 
霊
山
院
が
正
暦
年
間
に
創
建
さ
れ
て
と
い
う
説
は
、「
僧
忍
妙
状
」
が
そ
の
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
信
頼
性
は
低
く
、
他
方
霊
山
院
の
他
の
史
料
を
考
察
す
る
と
、
霊
山
院
の
創
建
は
寛
弘
年
間
（
一
〇
〇
四
～
一
〇
一
二
）
が
妥
当
で
あ
る
と
し
た
。
 
霊
山
院
と
権
門
と
の
関
係
は
創
建
当
時
か
ら
あ
り
、
そ
の
後
の
史
料
か
ら
も
権
門
と
の
接
触
が
確
認
で
き
、
お
そ
ら
く
如
法
経
が
衰
退
す
る
ま
で
続
い
た
も
の
と
推
測
し
た
。
 
廃
絶
時
期
に
つ
い
て
は
、
織
田
信
長
の
比
叡
山
焼
き
討
ち
前
に
は
廃
絶
し
、
如
法
経
の
衰
退
も
あ
っ
て
、
爾
後
再
興
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
し
た
。
 
 
第
三
章
 
『
法
華
験
記
』
収
録
話
と
説
法
 
第
三
章
で
は
、
『
法
華
験
記
』
序
の
検
討
と
、
本
文
に
見
え
る
文
言
の
省
略
・
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付
加
、
特
定
寺
院
等
に
特
化
さ
れ
た
話
か
ら
見
え
る
筆
録
の
可
能
性
を
論
じ
た
。 
『
法
華
験
記
』
序
の
検
討
か
ら
は
、
鎮
源
は
文
字
ベ
ー
ス
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
口
頭
ベ
ー
ス
の
も
の
も
基
礎
と
し
て
撰
述
し
た
と
し
た
。
文
言
の
省
略
か
ら
は
、
『
法
華
験
記
』
成
立
以
前
に
口
頭
で
語
ら
れ
た
原
話
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
文
言
の
付
加
か
ら
は
、
鎮
源
以
外
の
複
数
人
の
第
三
者
の
存
在
と
、
話
者
と
聴
衆
の
い
る
説
法
の
場
が
想
定
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
特
定
寺
院
・
霊
山
に
特
化
し
た
話
か
ら
は
、
鎮
源
以
外
の
人
物
が
勧
進
等
を
行
な
う
た
め
に
す
る
説
法
用
に
作
話
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
二
井
寺
、
伯
耆
大
山
、
立
山
、
道
成
寺
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
た
。
 
 
第
四
章
 
霊
山
院
の
霊
山
釈
迦
講
と
『
法
華
験
記
』
 
第
四
章
で
は
、
霊
山
院
で
行
わ
れ
て
い
た
釈
迦
生
身
供
と
霊
山
釈
迦
講
に
つ
い
て
の
検
討
と
、
霊
山
釈
迦
講
で
俗
人
相
手
の
説
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
 
釈
迦
生
身
供
と
霊
山
釈
迦
講
は
と
も
に
、
霊
山
院
が
霊
鷲
山
を
庶
幾
す
る
と
い
う
基
礎
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
て
、
釈
迦
の
弟
子
た
ち
が
釈
迦
に
仕
え
た
の
と
同
様
に
生
身
供
を
行
な
い
、
霊
鷲
山
で
の
釈
迦
の
説
法
と
同
様
に
霊
山
釈
迦
講
が
修
せ
ら
れ
て
い
た
と
し
た
。
 
先
行
研
究
等
か
ら
推
察
す
る
と
、
霊
山
釈
迦
講
で
は
俗
人
相
手
の
説
法
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
第
三
部
第
三
章
の
検
討
結
果
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
『
法
華
験
記
』
の
筆
録
は
霊
山
釈
迦
講
で
行
わ
れ
た
説
法
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
。
さ
ら
に
、『
霊
山
院
過
去
帳
』
に
は
皇
族
や
貴
族
な
ど
の
有
力
者
の
名
が
書
か
れ
て
お
り
、
霊
山
釈
迦
講
で
彼
ら
に
説
法
す
る
こ
と
で
、
布
施
と
い
う
経
済
的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
。
霊
山
院
は
そ
の
よ
う
な
機
能
を
も
有
す
る
場
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
 
 
第
五
章
 
『
法
華
験
記
』
と
女
性
 
第
五
章
で
は
、
『
法
華
験
記
』
の
女
性
の
扱
い
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
比
叡
山
の
山
内
女
人
禁
制
に
つ
い
て
論
じ
た
。
 
『
法
華
経
』
や
『
法
華
伝
記
』
に
は
五
障
等
の
女
性
差
別
文
言
の
記
述
が
あ
り
、
長
久
年
間
に
は
女
性
差
別
文
言
の
使
用
が
浸
透
し
て
い
た
が
、『
法
華
験
記
』
に
は
女
性
差
別
文
言
の
使
用
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
女
性
差
別
文
言
を
意
図
的
に
使
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
他
方
、
『
法
華
験
記
』
で
は
、
女
性
が
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男
性
の
戒
律
上
避
け
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 
比
叡
山
は
、
山
内
女
人
禁
制
と
い
う
認
識
が
強
い
が
、
史
料
等
や
『
霊
山
院
過
去
帳
』
を
見
る
と
、
十
一
世
紀
前
半
ま
で
は
山
内
女
人
禁
制
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
た
。
そ
の
後
、
山
内
女
人
禁
制
は
拡
大
し
て
ゆ
く
が
、
霊
山
院
は
別
所
と
い
う
位
置
付
け
に
よ
っ
て
女
性
の
参
詣
を
許
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
霊
山
院
が
女
性
信
者
を
重
視
し
て
い
て
、
女
性
信
者
も
聴
聞
す
る
説
法
で
女
性
を
差
別
す
る
発
言
を
す
る
は
ず
が
な
く
、
こ
れ
が
『
法
華
験
記
』
に
女
性
差
別
文
言
が
掲
載
さ
れ
な
い
理
由
で
あ
る
と
考
え
た
。
 
『
法
華
験
記
』
の
女
性
の
往
生
譚
を
見
る
と
、
極
楽
、
兜
率
天
、
忉
利
天
の
順
で
の
格
付
け
が
見
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
女
身
の
ま
ま
で
の
往
生
が
見
て
取
れ
た
。
さ
ら
に
、
霊
鷲
山
浄
土
に
つ
い
て
語
っ
た
話
も
掲
載
さ
れ
、
女
性
の
信
仰
を
熱
心
に
集
め
て
い
た
霊
山
院
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
た
。
 
 
第
六
章
 
『
法
華
験
記
』
と
立
山
、
蟹
満
多
寺
 
第
六
章
で
は
、「
第
一
二
四
 
越
中
国
立
山
女
人
」
と
「
第
一
二
三
 
山
城
国
久
世
郡
女
人
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
 
立
山
開
山
の
時
期
を
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
と
す
る
説
は
、
根
拠
史
料
が
後
世
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
剱
岳
山
頂
に
あ
っ
た
遺
物
や
『
師
資
相
承
』
等
の
史
料
か
ら
勘
案
す
る
と
、
平
安
時
代
初
期
に
は
僧
た
ち
に
修
業
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
立
山
開
山
と
な
る
契
機
が
あ
り
、
十
世
紀
中
頃
に
は
修
業
の
場
と
し
て
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
 
他
方
、
立
山
は
都
の
貴
族
に
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
十
二
世
紀
に
入
る
と
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
都
で
の
こ
の
よ
う
な
変
化
の
画
期
と
し
て
、
『
法
華
験
記
』
を
想
定
し
、
第
一
二
四
話
が
霊
山
釈
迦
講
で
話
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
第
一
二
四
話
が
具
体
的
な
情
景
を
述
べ
る
と
い
う
点
と
、
「
立
山
曼
荼
羅
」
が
具
体
的
情
景
を
描
い
て
い
る
点
を
共
通
項
と
し
、
『
法
華
験
記
』
と
「
立
山
曼
荼
羅
」
の
説
法
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
立
山
が
伯
耆
大
山
と
熊
野
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
説
を
、
『
法
華
験
記
』
と
霊
山
釈
迦
講
と
の
関
連
か
ら
検
討
し
、
立
山
・
伯
耆
大
山
・
熊
野
の
僧
侶
た
ち
が
霊
山
釈
迦
講
で
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
起
を
見
聞
し
た
と
想
定
し
た
。
 
6 
 
蟹
満
多
寺
の
話
で
は
、
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
十
二
を
ベ
ー
ス
に
し
て
蟹
満
多
寺
僧
が
作
話
し
た
可
能
性
と
、
本
話
の
問
題
点
で
あ
る
郡
名
の
相
違
と
本
尊
の
相
違
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
 
